
子どもたちへのアンケート（案） 

「市内中学３年生対象・学校づくりアンケート」 

                                                                                                         

１ 対象   市内中学３年生 

 

２ 方法   Microsoft Formsによる実施 

          ※事務連絡の文書内に、学校別QRコードを添付し、送付。 

          ※回答結果は、学校別集計と全市集計の２種類で出す。 

          ※回答方法は、選択式と記述式の併用。 

            （選択式は、設定項目の「必要度・重要度」を４段階で評価  ※2.5が必要度５０％） 

          ※アンケートの実施期間は、８月 28日～９月１日とする。 

 

３ 質問項目   ＜R５・７・１３実施の峰高生とのワークショップの回答をもとに作成＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆京丹後市（教育委員会）では、市としてつくっていきたい「理想とする学校」のイメージを固め、

その実現に向けた今後１０年間の計画を作っていく作業を進めています。 

  今回、そのイメージや計画には、私たち大人の願いだけでなく、ぜひ児童生徒の皆さんの声も

反映させていきたいと考え、アンケートを実施することとしました。 

  毎日学校に通い、学習や様々な活動に取り組んでいる皆さんがどのような思い・願いをもって

いるのかを教えてもらえるとうれしいです。よろしくお願いします。 

 

１ 学校名を記入してください。 【記述式】 

 

２ 次に挙げるような学校を、どのくらい「いいな。そうなってほしいな。」と思うか、あなたの考え

を教えてください。 【選択式】 

          ４…とてもよい。ぜひそうなってほしい。   ３…よい。そうなるとよい。 

          ２…あまり必要（重要）だとは思わない。    １…必要（重要）なことではない。 

 
 
① 「探究的な学び」を思いきりがんばることができる学校 

  【例えば】 この学校では、自分たちでテーマや学び方を考え、知りたいことや考えたいこと、やってみた 

いことに全力で取り組むことができます。 

 

 

② 子ども同士が「話し合う活動」「発表・交流し合う活動」がたくさんある学校 
  【例えば】 この学校では、先生たちが一方的に話す時間・説明する時間よりも、自分たちが話し合う時 

間・考え合う時間・教え合う時間の方が授業の中心になります。 

 

 
③ 学習の中で ICTを積極的に活用していく学校。また、そのための環境が整えられた学校 

  【例えば】 この学校では、授業の様々な場面で ICTが使われます。また、Wi-Fi環境や導入アプリ、充電 

機器が充実していることはもちろん、大型モニターなど、大人数で情報を共有・発信し合うため 

の機器も整えられています。 

資料２ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 
④ 経験を通して学ぶことが大切にされた学校 

  【例えば】 この学校では、授業に「実際に見る・出会う・聞く・やってみる活動」が数多く取り入れられてい 

ます。また、先生たちのサポートを受けながら、学校行事や取組の計画（目的・内容・方法など）や 

運営を自分たちで進める機会もあります。 

 

 
⑤ 失敗を恐れず、チャレンジできる環境が整えられた学校 

  【例えば】 この学校では、結果よりも過程が大切にされ、自分（たち）の考え・判断に基づいたチャレンジ 

は、たとえ結果が思うようなものでなかったとしても、課題解決・目的達成の一過程ととらえら 

れ、評価されます。 

 

 
⑥ 個人が大切にされ、多様性が認められた学校 

  【例えば】 この学校では、個人の考えや発言が大切にされ、よりよい学び・活動の実現を目指し、違う考 

えであっても気兼ねなく出し合われます。 

         また、ジェンダーの問題についても、トイレや更衣室などの環境整備はもちろん、学校全体で 

ジェンダー平等の実現が重視されます。 

 

 
⑦ 「人とのつながり」を広げる機会が多くある学校 

  【例えば】 この学校では、年間の学習や取組みの中に、学年・学級の枠を解体した様々な集団で活動する 

機会があります。 

         また、「探究的な学び」をはじめとする日常の授業に協力してくださる外部人材も確保され、 

必要に応じて、自分（たち）の学びをサポートしていただいたり、アドバイスをもらったりすること 

ができます。 

 

 
⑧ 英語等の外国語教育が充実した学校 

  【例えば】 この学校では、将来、様々な場で「使える」英語（外国語）の習得を目指して、実践的な授業や 

        「学び方」を学べる授業が行われます。 

         また、一人ひとりの学習状況や将来的なニーズに合わせた学びができるよう、ICTのアプリ 

や AET・複数での指導体制も充実しています。 

 

 
⑨ 情報化社会で使えるスキルを身に付けることができる学校 

  【例えば】 この学校では、授業中の積極的な ICT活用だけでなく、その効果的な活用を考え、実践して 

いくために必要な理論や用語、技術について学ぶ時間もあります。 

 

 
⑩ 自発的・主体的に学ぶ環境が整備された学校 

  【例えば】 この学校では、図書室や自習室などそれぞれが自分なりの学習に取り組める環境が整備され 

ています。 

また、子どもが活動の場や目的・内容を選択できる時間も、１日（１週間）の中に定期的に設定 

されています。 

 

 

３ ①～⑩に挙げたような学校のほかに、「こんな学校がいいな。こうなるといいな。」と思うイメ

ージやアイデアがあれば、自由に書いてください。 【記述式】 

 


